
　
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
の
進
化
は
、

こ
こ
数
年
で
加
速
度
的
に
進
ん
で

い
ま
す
。私
た
ち
は
２
０
１
８
年
に

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
「
退
院
直
後
の

在
宅
医
療
支
援
（MBC:Medical 

Base Camp

）利
用
患
者
」の
分
析

を
行
い
、
大
量
の
デ
ー
タ
か
ら
複

雑
な
パ
タ
ー
ン
を
学
習
す
る

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
応
用
し

て
、Ｍ
Ｂ
Ｃ
対
象
者
の
自
動
抽
出

を
試
み
ま
し
た
。こ
の
試
み
は
か

な
り
高
精
度
で
有
意
義
な
結
果

を
得
ま
し
た
が
、
１
５
、
０
０
０

人
分
の
文
字
情
報
を
す
べ
て
数

値
化
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、日

常
的
に
使
用
す
る
に
は
ま
だ
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
、
そ
の
後
の
Ａ
Ｉ
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
く
、
２
０
２
２
年
に

C
hatG

PT

に
代
表
さ
れ
る
生

成
Ａ
Ｉ
が
登
場
す
る
と
、瞬
く
間

に
広
ま
り
ま
し
た
。私
自
身
も
初

め
て
利
用
し
た
際
、人
間
と
対
話

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
滑
ら
か
な

応
答
に
驚
き
、そ
の
後
は
個
人
的

に
文
章
作
成
な
ど
で
使
用
す
る

機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
オ
プ
テ
ィ

ム
社
か
ら
の
提
案
を
受
け
、電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

シ
ー
エ
ス
ア
イ
社
と
共
同
で
、
国

内
初
の
試
み
と
な
る
オ
ン
プ
レ
ミ

ス
型
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ

マ
リ
ー
作
成
等
の
実
証
実
験
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、医
療
現
場
に

お
け
る
業
務
の
効
率
化
と
、医
療

ス
タ
ッ
フ
の
書
類
作
成
等
の
負

担
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
カ
ル
テ
は
、患
者
の
診
療

情
報
を
デ
ジ
タ
ル
で
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
こ
れ
ま
で
は
手
動

で
の
入
力
や
整
理
が
必
要
で
し

た
が
、
そ
れ
に
は
多
く
の
時
間
と

労
力
が
か
か
り
、特
に
医
師
や
看

護
師
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。オ
ン
プ
レ
ミ

ス
型
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
（
図
）
に

よ
り
、カ
ル
テ
内
容
を
自
動
的
に

解
析
し
、診
療
や
看
護
サ
マ
リ
ー

を
作
成
す
る
機
能
が
実
現
可
能

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

医
師
は
カ
ル
テ
の
内
容
を
短
時

間
で
把
握
し
、必
要
な
情
報
を
効

率
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。ま
た
、Ａ
Ｉ
が
生
成
す

る
サ
マ
リ
ー
は
、
患
者
の
病
歴
や

治
療
経
過
を
一
目
で
確
認
で
き
る

た
め
、
医
療
の
質
の
向
上
に
も
寄

与
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
Ａ

Ｉ
を
導
入
す
る
理
由
の
一
つ
は
、

患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を

徹
底
す
る
た
め
で
す
。ク
ラ
ウ
ド

上
に
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
場
合
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
懸
念
が
あ

る
一
方
で
、オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
で
は

デ
ー
タ
が
病
院
内
に
留
ま
る
た

め
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
維
持

で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
患
者

情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
抑
え
つ
つ
、Ａ
Ｉ
技
術
の
利
便

性
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
試
み
は
、今
後
の
医
療
現

場
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
先
駆

け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
他
の
医
療
機
関
で
も
応
用
で

き
る
よ
う
に
、実
証
実
験
の
成
果

を
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
報

告
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発行者　祐愛会織田病院企画室
責任者　織田 正道
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Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
著
し
い
進
歩

  

ー
電
子
カ
ル
テ
に
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
ー

　 

理
事
長
　
織 

田  

正 

道
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　公益社団法人　全日本病院協会主催の「2023年度　医療DX人材育成プログラム」を
当院の職員３名が受講いたしました。
　このプログラムは「医療ＤＸ令和ビジョン2030」に対応すべく、医療ＤＸ推進に対応
できる医療機関の人材育成事業として、自院の状況に応じた院内の情報整備計画などを
ベンダーに依存せず自院で作成・実行できる人材を育成することを目的としています。
　当院からは、事務、看護部、リハビリテーション科の様々な分野から受講されました。
ぜひ、今後の活躍を期待しています！

全日本病院協会主催
「医療DX人材育成プログラム」を修了して

吉原 沙紀さん（３F病棟　主任看護師）
　デジタル技術を活用することで業務のプロセ
スを効率化でき、業務の生産性向上に結び付く
事を学びました。現在は看護部の意見をとりま
とめながら当院のSEと協働し、生成AIを活用し
た看護業務の効率化を目指しています。今後も
DXを取り入れながら、看護の質向上に結び付け
ていけたらと思っています。

森 純二さん（リハビリテーション科　PT）
　生産人口が減る中においてDX化は不可欠で
あり、実現のためにはセキュリティ対策も非常
に重要であることを学びました。
今後は、記録や書類作成時間の短縮、タイムリー
な情報収集、動画を用いた患者様のリハビリな
ど、業務の効率化やリハビリの質の向上につな
げていきたいと思います。

山崎 銀次郎さん（医事課　事務）
　講義を通じ、DXはAI問診やRPAなど身近な所
で進みつつあり、苦手意識を持たずに難しく考
えないことが大事であると感じました。今後事
務として、例えば紙媒体の書類を少なくするな
ど、「日常業務の中でDX化できることはないか」
という視点を常に持って取り組みたいと思いま
す。

2024年（令和6年）8月23日  金曜日　第86号 （2）

　

４
月
か
ら
織
田
病
院
で
研
修
を
し
て
お

り
ま
す
、
後
藤
真
美
と
申
し
ま
す
。
研
修

が
始
ま
っ
て
早
く
も
半
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
内
科
を
中
心
と
し

た
研
修
を
受
け
、
病
棟
で
患
者
さ
ん
を
担

当
し
た
り
、
救
急
外
来
で
の
フ
ァ
ー
ス
ト

タ
ッ
チ
を
し
た
り
と
日
々
様
々
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
病
態

や
治
療
方
法
に
触
れ
る
中
で
医
療
の
奥
深

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
織
田
病
院
で
の
研
修
を
希
望
し
た

理
由
は
、
内
科
的
な
管
理
や
手
技
を
早
期

に
学
び
た
い
、
ま
た
地
域
医
療
に
携
わ
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
私
の
希

望
を
汲
ん
で
、
柔
軟
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
様
な
基
礎
疾
患

を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
を
担

当
し
、
た
く
さ
ん
の
手
技
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
方
や
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
患
者

さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
な

背
景
を
抱
え
て
お
ら
れ
医
療

だ
け
で
な
く
社
会
的
サ
ポ
ー

ト
も
重
要
で
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
貴
重
な

経
験
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

初
期
研
修
１
年
目
を
ス
タ
ー
ト
し
て

　
　研
修
医

　後 

藤  

真 

美

　

初
期
研
修
と
は
、
医
師
免
許
を
取
得
し

た
後
に
実
施
さ
れ
る
２
年
間
の
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
こ
と
で
、
全
て
の
医
師
が
専
門

診
療
科
に
進
む
前
に
様
々
な
診
療
科
で
の

実
務
経
験
を
積
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
織
田
病
院
で
は
、
佐
賀
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
協
力
型
研
修
病
院
と

し
て
、
初
期
研
修
医
の
先
生
方
の
地
域
医

療
研
修
や
、
た
す
き
が
け
研
修
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
つ
い

に
基
幹
型
研
修
病
院
と
し
て
認
可
さ
れ
、

織
田
病
院
で
２
年
間
初
期
研
修
を
行
う
研

修
医
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

　

基
幹
型
研
修
を
見
据
え
て
１
年
以
上
前

か
ら
準
備
を
進
め
、
２
０
２
４
年
３
月
に

認
可
が
下
り
た
後
、
５
月
19
日
に
マ
リ
ン

メ
ッ
セ
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
初
期
研
修
病

院
の
説
明
会
「
レ
ジ
ナ
ビ
フ
ェ
ア
」
に
も

早
速
参
加
し
ま
し
た
。
織
田
病
院
の
ブ
ー

ス
に
は
九
州
全
域
か
ら
50
名
以
上
の
医
学

部
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
参
加

に
も
関
わ
ら
ず
大
盛
況
で
し
た
。（
佐
賀

県
の
病
院
で
２
番
目
に
多
い
数
だ
っ
た
そ

う
で
す
！
）

　

今
回
、
基
幹
型
研
修
病
院
の
認
可
を
得

る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が
準
備

に
当
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
経

験
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
皆
で
協
力
し
合
い
前
向
き
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
企
画

経
営
室
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

織
田
病
院
の
研
修
は
、「
地
域
医
療
最

前
線
で
、
最
先
端
の
取
り
組
み
を
、
積
極

的
に
行
う
」
と
い
う
当
院
の
特
色
を
活
か

し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
24
日
に
初
期
研
修
の
組
み
合
わ
せ
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
し
っ

か
り
と
織
田
病
院
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
認
定

　
　
　「初
期
研
修
、始
め
ま
す
！
」

副
院
長

　織 

田  

良 

正



　公益社団法人　全日本病院協会主催の「2023年度　医療DX人材育成プログラム」を
当院の職員３名が受講いたしました。
　このプログラムは「医療ＤＸ令和ビジョン2030」に対応すべく、医療ＤＸ推進に対応
できる医療機関の人材育成事業として、自院の状況に応じた院内の情報整備計画などを
ベンダーに依存せず自院で作成・実行できる人材を育成することを目的としています。
　当院からは、事務、看護部、リハビリテーション科の様々な分野から受講されました。
ぜひ、今後の活躍を期待しています！

全日本病院協会主催
「医療DX人材育成プログラム」を修了して

吉原 沙紀さん（３F病棟　主任看護師）
　デジタル技術を活用することで業務のプロセ
スを効率化でき、業務の生産性向上に結び付く
事を学びました。現在は看護部の意見をとりま
とめながら当院のSEと協働し、生成AIを活用し
た看護業務の効率化を目指しています。今後も
DXを取り入れながら、看護の質向上に結び付け
ていけたらと思っています。

森 純二さん（リハビリテーション科　PT）
　生産人口が減る中においてDX化は不可欠で
あり、実現のためにはセキュリティ対策も非常
に重要であることを学びました。
今後は、記録や書類作成時間の短縮、タイムリー
な情報収集、動画を用いた患者様のリハビリな
ど、業務の効率化やリハビリの質の向上につな
げていきたいと思います。

山崎 銀次郎さん（医事課　事務）
　講義を通じ、DXはAI問診やRPAなど身近な所
で進みつつあり、苦手意識を持たずに難しく考
えないことが大事であると感じました。今後事
務として、例えば紙媒体の書類を少なくするな
ど、「日常業務の中でDX化できることはないか」
という視点を常に持って取り組みたいと思いま
す。
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　佐賀大学とハワイ大学の国際交流事業「Exchange Program 
in SAGA 2024（for JABSOM Students）」が7月1日～13日に
行われました。当院は2001年よりこのプログラムに参加しており、
今年も7月9日にハワイ大学医学部２年生４名をお迎えしました。
　織田副院長の当院概要説明をスタートに、医療ＤＸや地域連
携を中心とした院内の説明は、当院スタッフが全て英語で対応し
ました。その後、ゆうあいビレッジで介護施設を見学、午後からは、
ゆかたに着替えてお茶室での茶道体験や祐徳稲荷神社参拝など
日本文化に触れてもらいました。日本の医療を理解するために、
日本の文化や生活を知ることはとても重要です。また、当院スタッ
フにとっても、ハワイ大学留学生との交流が
良い刺激になっています。今後も充実した実
習となるように皆で努力したいと思います。

　2024 年 4 月 1 日付けで佐賀大学医学部臨床教授に就任いたしました。佐賀大学総合診療部の山
下前教授、多胡教授をはじめとした医局の皆様、そして、今まで織田病院を支えていただいた歴代
の先生方からのサポートがあってこそと、深く感謝いたします。
　臨床教授の選考基準の一番目には、「佐賀大学医学部の卒前・卒後教育に協力的であり熱意を有
する者」と記されています。今年度もたくさんの医学生、研修医が織田病院での実習、研修を選択
してくれています。臨床経験を重ねるにつれ、教育の大切さを日々感じています。地域医療の現場
での臨床業務だけでなく、医学生や研修医の教育にも力を入れていますが、その取り組みが評価さ
れたことは、これからの教育活動への大きな励みになります。
　佐賀医科大学初代学長の古川哲二先生の語録集「医を学ぶ諸君」p142 にはこのように記されて
います。「医の本質は “人間の生命の尊厳性を知る” ことである。診療は個々の病める人、病人を主
とした医の実践であり、医学研究は医の本質を志向してその内容を科学的に創造し形成してゆくも
のである。そして医学教育はそれら両者を通じて医の本質と内容を医学生に知らせることである。」
50 年近く経った今も、古川先生のこの言葉は色褪せません。この言葉を胸に刻み、臨床教授として、
医学生や若手医師に対して、臨床、教育、研究、いずれもバランスよく、総合的な支援と指導を行
います。
　これからも、佐賀大学医学部の医療教育・研究機関としてのさらなる発展に貢献することができ
るように日々精進いたします。どうぞ今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心からお
願い申し上げます。

「佐賀大学医学部臨床教授就任のご挨拶」
副院長　織田 良正

　昨年７月の「BCP総合訓練」に引き続き、全部署参加の防災訓練を実施いたしました。この訓練は当初、１
月に実施予定でしたが能登半島地震への災害派遣の関係で延期になり、やっと実施できたという感がありま
す。訓練は、「南海トラフ地震や九州内陸部での地震発生が予測される今日、大規模な災害を想定した対応
訓練を重ねることによってその備えとする」ということを訓練の目的とし、訓練目標は「各部署が、既に策定し
ている地震対策マニュアル、地震対策アクションカード等の再確認をする」としました。
　ZOOMでの開会式後、最初に、少人数での勤務体制時（06時46分）に地震が発生したという想定で「暫
定防災活動隊」の動きを体験してもらいました。その後、平日昼間の職員が多数いる時間帯（08時30分）に
震度６強の地震が発生したと想定し、「防災活動隊」としての各部署の活動を再確認してもらいました。総じ
て、それぞれの部署で熱心に取り組んでもらえていました。実際の災害時にはこれに多数傷病者対応が加
わってくることが想定され、さらなる訓練の充実を図っていく必要があると考えます。

坂井 友子 高島病院

看護師特定行為修了者　第6期生の紹介

大地震に備える

　看護師特定行為研修を修了して一番大きく感じたことは、今まで学んだ看護学に加
え、研修では臨床推論など医師の視点を学ぶことができました。各分野の専門の先
生方の講義を受けることができたことは大変貴重な体験になりました。
　当院では、看護師特定行為監修修了者は私が初めてなので、特定行為がどのよう
なものか周知していくことも今後の課題だと思っています。

土井 裕太 高島病院 清涼荘

　特定行為研修を受講する事に、当初は不安な気持ちが強くありましたが、家族の
支えや応援、職場の理解があったからこそ乗り越える事が出来たと思います。研修で
は医学的根拠に基づいた臨床推論やフィジカルアセスメントを学ぶ事ができ、視野が
広がったと実感しています。この学びを多職員とも共有し、職場全体の看護の質の向
上に貢献できるように携わっていきたいと思います。

小池 有紀 3階病棟

　病棟では患者の重症化・急変する場面も多く、看護師には的確な観察とアセスメント
が求められます。特定行為研修で学んだ身体診察、臨床推論を用いてこれまで以上の深
いアセスメント力を身につけ、適切な看護介入、診療の補助ができるように実践していき
たいと思います。研修修了者を中心にスタッフで意見を出し合い、知識、技術を活用しな
がらチーム医療に貢献できればと思います。

防災運営委員会　中島　来
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　佐賀大学とハワイ大学の国際交流事業「Exchange Program 
in SAGA 2024（for JABSOM Students）」が7月1日～13日に
行われました。当院は2001年よりこのプログラムに参加しており、
今年も7月9日にハワイ大学医学部２年生４名をお迎えしました。
　織田副院長の当院概要説明をスタートに、医療ＤＸや地域連
携を中心とした院内の説明は、当院スタッフが全て英語で対応し
ました。その後、ゆうあいビレッジで介護施設を見学、午後からは、
ゆかたに着替えてお茶室での茶道体験や祐徳稲荷神社参拝など
日本文化に触れてもらいました。日本の医療を理解するために、
日本の文化や生活を知ることはとても重要です。また、当院スタッ
フにとっても、ハワイ大学留学生との交流が
良い刺激になっています。今後も充実した実
習となるように皆で努力したいと思います。

　2024 年 4 月 1 日付けで佐賀大学医学部臨床教授に就任いたしました。佐賀大学総合診療部の山
下前教授、多胡教授をはじめとした医局の皆様、そして、今まで織田病院を支えていただいた歴代
の先生方からのサポートがあってこそと、深く感謝いたします。
　臨床教授の選考基準の一番目には、「佐賀大学医学部の卒前・卒後教育に協力的であり熱意を有
する者」と記されています。今年度もたくさんの医学生、研修医が織田病院での実習、研修を選択
してくれています。臨床経験を重ねるにつれ、教育の大切さを日々感じています。地域医療の現場
での臨床業務だけでなく、医学生や研修医の教育にも力を入れていますが、その取り組みが評価さ
れたことは、これからの教育活動への大きな励みになります。
　佐賀医科大学初代学長の古川哲二先生の語録集「医を学ぶ諸君」p142 にはこのように記されて
います。「医の本質は “人間の生命の尊厳性を知る” ことである。診療は個々の病める人、病人を主
とした医の実践であり、医学研究は医の本質を志向してその内容を科学的に創造し形成してゆくも
のである。そして医学教育はそれら両者を通じて医の本質と内容を医学生に知らせることである。」
50 年近く経った今も、古川先生のこの言葉は色褪せません。この言葉を胸に刻み、臨床教授として、
医学生や若手医師に対して、臨床、教育、研究、いずれもバランスよく、総合的な支援と指導を行
います。
　これからも、佐賀大学医学部の医療教育・研究機関としてのさらなる発展に貢献することができ
るように日々精進いたします。どうぞ今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心からお
願い申し上げます。

「佐賀大学医学部臨床教授就任のご挨拶」
副院長　織田 良正
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合格おめでとう（令和6年3月～4月）

柿原佐知子（小規模サテライト）

小濱　希望（小規模サテライト）

増山　美波（１階療養棟）

満岡　咲妃（小規模サテライト）

カクレル ソニシャ（特定施設）

介護支援専門員

介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士

令和6年3月13日

令和6年4月5日

令和6年4月5日

令和6年4月5日

令和6年5月8日

）

氏　名 部署名 資格（試験）名称 資格取得（合格）日

山口　　仁（デイケア）

松田　陽向（３階病棟）

辻　　妃乃（３階病棟）

中村　典弘（事務管理部）

レクレーション・インストラクター

看護師

准看護師

施設基準管理士

令和6年3月3日

令和6年3月27日

令和6年3月18日

令和6年4月1日

氏　名 部署名 資格（試験）名称 資格取得（合格）日

(北稜高校在学時に試験合格)

新任医師を紹介します新入職員を紹介します

2024年4月から医師、
研修医を迎えました。

はじめまして。今年度より総合診療科に
お世話になっております案浦峻です。出
身は福岡県福岡市で、泰星高等学校（現
上智福岡高校）、金沢医科大学を卒業
後、南砺市民病院→佐賀大学医学部付
属病院　総合診療部を経て今年度から
織田病院　総合診療科に赴任しました。
元気良く、謙虚に患者様と向き合えるよ
う精進いたします。どうぞ宜しくお願いい
たします。

案
浦
　峻

あ
ん
の
う
ら

し
ゅ
ん

総
合
診
療
科

4月より赴任いたしました、消化器内科の
大谷剛史と申します。佐賀大学を卒業
し、佐賀県医療センターにて初期研修
後、唐津地区にて消化器内科として勤務
を行っておりました。消化器内科として、
鹿島地区の医療に少しでもお役に立てる
よう精進して参ります。よろしくお願いい
たします。

大
谷  

剛
史

消
化
器
内
科

中高は弘学館中学・高等学校、佐賀大学
出身です。国家試験を終えて5年目という
時間の経過に驚愕しています。学生・研
修医の頃も研修で、入局1年目に約半年
外来勤務で、そして令和6年の6月からま
たお世話になる事となりました。5月まで
は嬉野医療センターで呼吸器内科の先
生方と共に仕事をさせていただき種々の
呼吸器疾患に出会い、COVID19にも悩
まされておりました。至らない点も多々あ
りますが、何卒宜しくお願い致します。

中
島
央
律
紗

内
　科

今年度より勤務させていただくことにな
りました。長崎大学を卒業後、長崎大学
消化器内科に入局し、長崎大学病院、大
分県立病院、長崎労災病院、さくら病院
などで勤務して参りました。佐賀県での
勤務は初めてですが、地域医療に少しで
も貢献できるよう、努力したいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

古
屋  

陽
子

内
　科

4 月より赴任しました、総合診療科の
松尾絹子と申します。佐賀大学を卒業
後、唐津市を中心とした佐賀県各地で
プライマリ・ケア（地域医療）を行っ
てきました。総合診療科として地域の
健康や生活を守るお手伝いができれば
幸いです。何でもご相談ください。よ
ろしくお願いいたします。

松
尾  

絹
子

総
合
診
療
科

本年度から織田病院勤務となりました消
化器外科の新藤優里と申します。出身は
佐賀大学で、去年までは好生館で勤務し
ておりました。
不慣れな点もありますが、精一杯頑張っ
ていきますので、よろしくお願いします。

新
藤  

優
里

消
化
器
外
科

出身：佐賀大学

研修医1年目の後藤真美です。医師としても織田病院のスタッフとしても不慣れな点があ
り、スタッフの皆様に多 ご々迷惑をお掛けするかと思いますがよろしくお願いいたします。
また、業務や手技に関してお尋ねしたり、お力をお借りしたりことがあると思いますので、そ
の際はよろしくお願いいたします。

後
藤  

真
美

研
修
医

　先
輩
た
ち
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
看
護
を
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
も
多
い
で

す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

諸
先
輩
方
の
よ
う
な
素
敵
な
看
護
師

に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　実
際
に
働
い
て
み
て
、
凄
く
大
変

で
責
任
の
あ
る
仕
事
だ
け
ど
、
患
者

さ
ん
が
少
し
ず
つ
元
気
に
な
っ
て
い
く

姿
み
て
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る

な
と
思
い
ま
し
た
。

　患
者
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
看
護

が
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
一
日
一
日
学

び
を
深
め
、
知
識
・
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　私
は
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
事
の

出
来
る
看
護
師
に
な
る
事
が
目
標
で

す
。
患
者
さ
ん
の
表
情
や
し
ぐ
さ
か

ら
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
感
じ

取
る
力
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。

　そ
の
た
め
に
も
今
私
に
で
き
る
こ

と
、「
笑
顔
、
挨
拶
、
思
い
や
り
」

と
い
う
事
か
ら
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
看
護
学
校
と

仕
事
の
両
立
を
頑
張
り
ま
す
。

　目
指
し
て
い
た
保
健
師
に
や
っ
と

な
れ
ま
し
た
。
対
象
者
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
背
中
を
押
せ
る
保
健
師

に
な
り
た
い
で
す
。

　今
後
、
保
健
指
導
や
健
康
教
育
を

し
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　入
職
し
て
数
ヶ
月
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
毎
日
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
優
し
い
先
輩
方
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　患
者
様
一
人
ひ
と
ひ
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
よ
う
励
ん
で
参

り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　入
職
し
て
か
ら
数
ヶ
月
ほ
ど
経
ち

ま
し
た
が
、
ま
だ
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
の
方
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
患
者
様
の
た
め
に
貢

献
で
き
る
よ
う
毎
日
精
一
杯
励
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　患
者
様
や
他
職
種
の
方
々
と
も
連

携
す
る
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
未
熟
さ
を
改
め
て
感

じ
た
の
で
こ
れ
か
ら
先
輩
方
に
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
経
験
を
つ

ん
で
い
き
専
門
性
や
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　関
わ
る
方
皆
さ
ん
や
さ
し
く
声

を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
働

き
や
す
い
環
境
だ
と
常
々
考
え
て

い
ま
す
。

　分
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ

と
が
あ
れ
ば
先
輩
方
に
助
け
て
い

た
だ
き
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
り
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
、
患
者
様
み
な
さ
ん
優

し
く
て
話
し
や
す
い
の
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
い
っ
ぱ
い
で
頑
張
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
学
び
を

続
け
、
患
者
様
の
よ
り
良
い
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
、
日
本
一
の
病

院
作
り
に
も
貢
献
し
て
行
き
た
い
で

す
！　検

査
機
器
や
検
体
の
取
り
扱
い

方
、
患
者
様
と
の
接
し
方
な
ど
日
々

学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
早
く
一
人
前
の
検
査
技

師
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

　先
輩
方
の
よ
う
に
患
者
様
に
寄
り

添
い
不
安
を
和
ら
げ
ら
れ
る
人
材
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　入
社
し
て
数
ヶ
月
が
経
ち
、
仕
事

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
様
を

少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　栄
養
指
導
す
る
度
に
勉
強
不
足
だ

と
痛
感
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
も
っ

と
知
識
が
あ
る
管
理
栄
養
士
に
な
り

た
い
で
す
！

　と
て
も
明
る
く
毎
日
楽
し
い
で

す
！
今
後
は
利
用
者
様
の
身
体
の
変

化
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

山崎 彩也香
４階病棟

（看護師）

平方 結心
４階病棟

（准看護師）

久保 美咲
リハビリテーション科
（言語聴覚士）

内海 あかり
リハビリテーション科
（理学療法士）

川口 りりか
医事課

（事務）

乙成 泉希
栄養食事サービス部
（管理栄養士）

森重 美莉
栄養食事サービス部
（管理栄養士）

田中 愛深
リハビリテーション科
（理学療法士）

古澤 凌佳
診療支援部検査科

（臨床検査技師）

吉村 義誠
リハビリテーション科
（言語聴覚士）

山下　栞
リハビリテーション科
（理学療法士）

田中 愛理
３階病棟

（看護学生）

江口 ひなの
健康管理センター

（保健師）

中橋 愛奈
３階病棟

（看護師）

宮原 彩苗
３階病棟

（看護師）

溝上 莉花
３階病棟

（看護師）

小濱 希望
小規模サテライト
（介護福祉士）
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合格おめでとう（令和6年3月～4月）

柿原佐知子（小規模サテライト）

小濱　希望（小規模サテライト）

増山　美波（１階療養棟）

満岡　咲妃（小規模サテライト）

カクレル ソニシャ（特定施設）

介護支援専門員

介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士

令和6年3月13日

令和6年4月5日

令和6年4月5日

令和6年4月5日

令和6年5月8日

）

氏　名 部署名 資格（試験）名称 資格取得（合格）日

山口　　仁（デイケア）

松田　陽向（３階病棟）

辻　　妃乃（３階病棟）

中村　典弘（事務管理部）

レクレーション・インストラクター

看護師

准看護師

施設基準管理士

令和6年3月3日

令和6年3月27日

令和6年3月18日

令和6年4月1日

氏　名 部署名 資格（試験）名称 資格取得（合格）日

(北稜高校在学時に試験合格)

新任医師を紹介します新入職員を紹介します

2024年4月から医師、
研修医を迎えました。

はじめまして。今年度より総合診療科に
お世話になっております案浦峻です。出
身は福岡県福岡市で、泰星高等学校（現
上智福岡高校）、金沢医科大学を卒業
後、南砺市民病院→佐賀大学医学部付
属病院　総合診療部を経て今年度から
織田病院　総合診療科に赴任しました。
元気良く、謙虚に患者様と向き合えるよ
う精進いたします。どうぞ宜しくお願いい
たします。

案
浦
　峻

あ
ん
の
う
ら

し
ゅ
ん

総
合
診
療
科

4月より赴任いたしました、消化器内科の
大谷剛史と申します。佐賀大学を卒業
し、佐賀県医療センターにて初期研修
後、唐津地区にて消化器内科として勤務
を行っておりました。消化器内科として、
鹿島地区の医療に少しでもお役に立てる
よう精進して参ります。よろしくお願いい
たします。

大
谷  

剛
史

消
化
器
内
科

中高は弘学館中学・高等学校、佐賀大学
出身です。国家試験を終えて5年目という
時間の経過に驚愕しています。学生・研
修医の頃も研修で、入局1年目に約半年
外来勤務で、そして令和6年の6月からま
たお世話になる事となりました。5月まで
は嬉野医療センターで呼吸器内科の先
生方と共に仕事をさせていただき種々の
呼吸器疾患に出会い、COVID19にも悩
まされておりました。至らない点も多々あ
りますが、何卒宜しくお願い致します。

中
島
央
律
紗

内
　科

今年度より勤務させていただくことにな
りました。長崎大学を卒業後、長崎大学
消化器内科に入局し、長崎大学病院、大
分県立病院、長崎労災病院、さくら病院
などで勤務して参りました。佐賀県での
勤務は初めてですが、地域医療に少しで
も貢献できるよう、努力したいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

古
屋  

陽
子

内
　科

4 月より赴任しました、総合診療科の
松尾絹子と申します。佐賀大学を卒業
後、唐津市を中心とした佐賀県各地で
プライマリ・ケア（地域医療）を行っ
てきました。総合診療科として地域の
健康や生活を守るお手伝いができれば
幸いです。何でもご相談ください。よ
ろしくお願いいたします。

松
尾  

絹
子

総
合
診
療
科

本年度から織田病院勤務となりました消
化器外科の新藤優里と申します。出身は
佐賀大学で、去年までは好生館で勤務し
ておりました。
不慣れな点もありますが、精一杯頑張っ
ていきますので、よろしくお願いします。

新
藤  

優
里

消
化
器
外
科

出身：佐賀大学

研修医1年目の後藤真美です。医師としても織田病院のスタッフとしても不慣れな点があ
り、スタッフの皆様に多 ご々迷惑をお掛けするかと思いますがよろしくお願いいたします。
また、業務や手技に関してお尋ねしたり、お力をお借りしたりことがあると思いますので、そ
の際はよろしくお願いいたします。

後
藤  

真
美

研
修
医

　先
輩
た
ち
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
看
護
を
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
も
多
い
で

す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

諸
先
輩
方
の
よ
う
な
素
敵
な
看
護
師

に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　実
際
に
働
い
て
み
て
、
凄
く
大
変

で
責
任
の
あ
る
仕
事
だ
け
ど
、
患
者

さ
ん
が
少
し
ず
つ
元
気
に
な
っ
て
い
く

姿
み
て
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る

な
と
思
い
ま
し
た
。

　患
者
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
看
護

が
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
一
日
一
日
学

び
を
深
め
、
知
識
・
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　私
は
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
事
の

出
来
る
看
護
師
に
な
る
事
が
目
標
で

す
。
患
者
さ
ん
の
表
情
や
し
ぐ
さ
か

ら
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
感
じ

取
る
力
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。

　そ
の
た
め
に
も
今
私
に
で
き
る
こ

と
、「
笑
顔
、
挨
拶
、
思
い
や
り
」

と
い
う
事
か
ら
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
看
護
学
校
と

仕
事
の
両
立
を
頑
張
り
ま
す
。

　目
指
し
て
い
た
保
健
師
に
や
っ
と

な
れ
ま
し
た
。
対
象
者
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
背
中
を
押
せ
る
保
健
師

に
な
り
た
い
で
す
。

　今
後
、
保
健
指
導
や
健
康
教
育
を

し
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　入
職
し
て
数
ヶ
月
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
毎
日
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
優
し
い
先
輩
方
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　患
者
様
一
人
ひ
と
ひ
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
よ
う
励
ん
で
参

り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　入
職
し
て
か
ら
数
ヶ
月
ほ
ど
経
ち

ま
し
た
が
、
ま
だ
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
の
方
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
患
者
様
の
た
め
に
貢

献
で
き
る
よ
う
毎
日
精
一
杯
励
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　患
者
様
や
他
職
種
の
方
々
と
も
連

携
す
る
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
未
熟
さ
を
改
め
て
感

じ
た
の
で
こ
れ
か
ら
先
輩
方
に
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
経
験
を
つ

ん
で
い
き
専
門
性
や
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　関
わ
る
方
皆
さ
ん
や
さ
し
く
声

を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
働

き
や
す
い
環
境
だ
と
常
々
考
え
て

い
ま
す
。

　分
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ

と
が
あ
れ
ば
先
輩
方
に
助
け
て
い

た
だ
き
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
り
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
、
患
者
様
み
な
さ
ん
優

し
く
て
話
し
や
す
い
の
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
い
っ
ぱ
い
で
頑
張
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
学
び
を

続
け
、
患
者
様
の
よ
り
良
い
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
、
日
本
一
の
病

院
作
り
に
も
貢
献
し
て
行
き
た
い
で

す
！　検

査
機
器
や
検
体
の
取
り
扱
い

方
、
患
者
様
と
の
接
し
方
な
ど
日
々

学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
早
く
一
人
前
の
検
査
技

師
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

　先
輩
方
の
よ
う
に
患
者
様
に
寄
り

添
い
不
安
を
和
ら
げ
ら
れ
る
人
材
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　入
社
し
て
数
ヶ
月
が
経
ち
、
仕
事

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
様
を

少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　栄
養
指
導
す
る
度
に
勉
強
不
足
だ

と
痛
感
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
も
っ

と
知
識
が
あ
る
管
理
栄
養
士
に
な
り

た
い
で
す
！

　と
て
も
明
る
く
毎
日
楽
し
い
で

す
！
今
後
は
利
用
者
様
の
身
体
の
変

化
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

山崎 彩也香
４階病棟

（看護師）

平方 結心
４階病棟

（准看護師）

久保 美咲
リハビリテーション科
（言語聴覚士）

内海 あかり
リハビリテーション科
（理学療法士）

川口 りりか
医事課

（事務）

乙成 泉希
栄養食事サービス部
（管理栄養士）

森重 美莉
栄養食事サービス部
（管理栄養士）

田中 愛深
リハビリテーション科
（理学療法士）

古澤 凌佳
診療支援部検査科

（臨床検査技師）

吉村 義誠
リハビリテーション科
（言語聴覚士）

山下　栞
リハビリテーション科
（理学療法士）

田中 愛理
３階病棟

（看護学生）

江口 ひなの
健康管理センター

（保健師）

中橋 愛奈
３階病棟

（看護師）

宮原 彩苗
３階病棟

（看護師）

溝上 莉花
３階病棟

（看護師）

小濱 希望
小規模サテライト
（介護福祉士）

し
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2024年（令和6年）8月23日  金曜日　第86号 （8）

開設しました
地域医療の先進的な取り組み、病院内の日々の出来事や健康に関する話題など
発信していきます。ぜひフォローをお願いします。

ODAフットサル部紹介
　ODAフットサル部は、スタッフの健康維持・増進、
他職種や他施設との交流を楽しむことを目的とした、
活気あふれるクラブです。初心者から経験者まで、男
女問わず、誰でも大歓迎です。現在は部員30名程で
男女の割合はほぼ同じ、コート内で一緒に汗を流し、
楽しい時間を過ごしています！鹿島市民体育館を活
動拠点とし、毎週木曜日19時30分～21時30分で
活動しています。

　近隣施設との練習試合や、年に数回ある県内医療
関連施設との大会（ホスピタルカップ）にも参加して
います。他施設との試合では、フットサルを楽しみな
がらスタッフ同士の交流を深めています。ODAフット
サル部は、新しいメンバーを募集しています。運動が
好きな方、フットサルに興味がある方、プレーヤー・サ
ポーター問わず大歓迎です。今後の活動にもご注目
ください！！参加を心よりお待ちしています！

Facebook、公式LINEも
よろしくお願いします。

　

盛
夏
の
候
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
夏
も
暑
さ
厳
し
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
暑
さ
の
中
、

エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
部
屋
で
過
ご
す
こ

と
が
増
え
た
た
め
運
動
不
足
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い

と
思
い
、
最
近
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋

ト
レ
を
始
め
、
体
脂
肪
率
が
か
な
り
落

ち
、
身
体
も
一
回
り
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
で
料
理
も
作
る
よ
う

に
な
り
、
熱
中
症
や
夏
バ
テ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
体
調
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
は
２
０
２
１
年
か
ら
「
職
員

と
そ
の
家
族
が
健
や
か
で
充
実
し
た
生

活
を
送
れ
る
職
場
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
健
康
意
識
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
「
健
康
優
良
法
人

２
０
２
４
（
大
規
模
法
人
部
門
）」
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
暑
さ
厳
し
い
夏
を
乗
り
切
り
、

今
年
も
１
年
を
通
じ
て
皆
が
健
康
に
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
！

医
事
課

　杉
光 

七
輝

編
集
後
記




